
 

主体的・対話的に学びを深めることのできる学習指導の改善 

〜対話とリフレクションを取り入れた校内研究を通して〜 

                                  十島村立悪石島学園あ 

１ 研究のねらい 

対話とリフレクションを取り入れた校内研修を通して，教師自身の教育観を見つめ直したり，

年間を通して授業改善を行ったりする手立てを構築しながら，チーム学校として主体的・対話的

に学びを深めることのできる学習指導法の改善のあり方について究明することをねらいとした。 

 

２ 研究の概要 

本研究は令和４年度から同じ主題を掲げ，研究を積み重ねてきている。これまでに，課題設定

や効果的な対話，学びの達成感やよさを実感する手立てなどについて成果が見られた。 

一方で，「よりよい手立てを追求することに焦点を置いているが，研究が日常的な実践に生か

されていない。」，「学年や教科を越えた意見交換が不十分。」などの課題もみられた。そこで令

和６年度は，より教師一人一人のニーズに応じ，教師同士がつながる研修を構築していく必要が

あると考え，校内研修に「テーマ対話」，「自己リフレクション」，「対話リフレクション」を取

り入れて，年間を通して計画的に取り組んでいくことにした。 

 

３ 研究の内容 

テーマ 

対話 

「本校の子供のよさや課題」などの１つのテーマをもとに，４人程度のグループ

で行う対話のことである。このテーマ対話を通して，教師自身の教育観や，授業

改善の手立てなどについての新たな学びや気付きが生まれることを目的として

おり，そこで生まれた学びや気付きを日々の実践へと生かしていくようにする。 

自己 

リフレクション 

教師一人一人の日々の授業実践の中で問いを立て，実践し，振り返るサイクル

のことである。ここでは，タブレットを活用することで取組の蓄積を行い，取組

を振り返ったり，教師間で取組を共有したりしていくようにする。 

対話 

リフレクション 

授業研究や自己リフレクションでの取組を共有する際に行う対話のことであ

る。対話リフレクションを通して，教師自身が教育観を見つめ直し，授業改善の

手立てなどについて新たな学びや気付きが生まれることを目的としており，そこ

で生まれた学びや気付きを，日々の実践へと生かしていくようにする。 

 

４ 研究の実際 

 ⑴  テーマ対話 

５月下旬に，「児童生徒のよさや課題」，「目指す児

童生徒の姿」をテーマにテーマ対話を実施した。児童

生徒のよさとしては，「意欲が高く，児童生徒間の仲

がよい。」，課題としては，「後期課程卒業後に島を

離れることへの不安。」，「多様な考えが出にくい。」，

「ディベート不足。」などの意見が出た。それらをも

とに目指す児童生徒の姿について話し合うと，「自己理解」，「表現力，コミュニケーション力」，

「目標設定力」，「自立，自律」，というキーワードが明らかになった。そこで，本年度の目指す児

童生徒の姿を，「自他を認め，伝え合うことのできる児童生徒」と設定することにした。 

また，11 月下旬には，「研究公開の成果や課題」というテーマのもと，11 月８日に行った研究

公開の成果や課題についてのテーマ対話を行った。 
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 ⑵  自己リフレクション 

６月上旬に研修係から自己リフレクションの

進め方を説明した。具体的には，まず，テーマ対

話を通して設定した目指す児童生徒の姿の実現

に向けて，教師自身が担当している児童生徒の実

態や，学習指導法を振り返るようにした。次に，

設定した目指す児童生徒の姿の実現に向けた指

導上の課題を，「〜するにはどうすればよいか。」

という視点で分析し，その課題の解決策を考える

ようにした。その後，目指す児童生徒の姿の実現

に向けて，年間を通して実践と振り返りを繰り返すようにした。 

 ⑶  対話リフレクション 

   自己リフレクションの取組を共有する際に，

対話リフレクションを実施した。ここでは，自己

リフレクションの取組の実際や成果，課題を共有

する場を設けた。すると，教師間で取組に対する

質問や助言をする姿が見られた。 

また，自己リフレクションの取組を反映した研

究授業後には，対話リフレクションを取り入れた

授業研究を実施した。ここでは，研究授業で見ら

れた児童生徒の姿を基に，授業のよさや課題，改善点を出し合うようにした。その後，教師一人

一人が学んだ授業のよさを出し合い，自身の実践を振り返ってもらうようにした（自己リフレク

ション）。なお，授業研究における対話リフレクションでは，ロイロノートの共有ノートを活用

し，発言の記録や振り返りの記入ができるようにした。 

   

５ 研究のまとめ 

 ⑴  成果 

・ テーマ対話や対話リフレクションの取組は，職員が協働的に関わり合いながら授業改善に取

り組む上で有効であった。 

・ 自己リフレクションの取組は，教師が個人の課題や興味・関心に応じて個別最適に授業改善

に取り組む上で有効であった。 

⑵  課題 

 ・ 対話リフレクションを通して，自己リフレクションの共有や見直しを行っていたが，日々

の実践の中で「もっと他の教師からの意見や助言が欲しい。」という声があった。 

 ・ 教師一人一人の取組に応じた支援の在り方の検討や，自己リフレクションを進める上での

詳細なスケジュールを作成する必要がある。 

 ・ チームを組んで定期的に対話リフレクションを行うなど，対話リフレクションの在り方を

見直す必要がある。 

 

６ 今後の取組 

 ・ 教師一人一人の取組に応じた支援の在り方の検討。 
・ 教師間の意見や助言を交換・共有できる場や機会の設定。 
・ 自己リフレクションを進める上での詳細なスケジュールの作成。  
・ 対話リフレクションの在り方の検討。 

○成果・ ●課題・ ◇今後に向けて（ 子供の反応や姿・ 変容、 教師の指導をもと に記入）

○アプリ を使った平仮名のなぞり 書き練習に毎日取り 組み， 平仮名の大半を書く こと ができるよう になった。 カ
ルタ 取り では， 発音を聞いて， カード の絵や文字を手掛かり に一致する平仮名を選ぶこと ができるよう になり，
文字と 音声の感覚が身に付いてきた。
●定着するまで何度でも繰り 返し 行い， 褒めて伸ばし ていく 。 焦らずゆっく り 指導を行う 。
◇2学期は， 平仮名・ 数字の学習を継続し て行い， 片仮名の学習でもアプリ を活用してインプッ ト を図る。
○自分の気持ちを説明すると と もに， 相手がどんな気持ちをし たのかを考えた。 (担任と 状況を確認し ながら)
●自身の感情をう まく 伝えられない。
◇その都度， 適切な言葉かどう かを考えさ せる。

取り 組んだこと （ 写真や資料など、 どのよう に行ったかを記入）

アプリ を使い、
音声と 一緒にな
ぞり 書きでイン
プッ ト を図る。

気持ちを表
す言葉を学
ぶ。

具体的な出来事をも
と に、 そのと きの気持
ちの強さ を振り 返り 、
自分の感情の種類や
強さ を理解さ せる。

　 表情カード を示し ， 気持
ちを表す言葉を学習し た。
　
　 ちく ちく 言葉やあったか
言葉を一緒に考えるこ とで自
分の気持ちや相手の気持ち
を振り 返るこ と ができた。

よかった点

「 あったか言葉で

伝えて」 と いう 指
示が口頭でも紙面
にもあった点

「 まと め」 の
部分を生徒か
ら引き出し て
いる点

スライド などの発表準備はは
どこまで先生の確認が入ってる
のか。 訂正を入れた場合、 どの
程度まで訂正を行ったのか。

アド バイスを聞
く 姿勢を指導す
べきである。

発表の仕方に意識が

行き過ぎて， ほかの

視点をも う 少し 意見

が出さ れると も っ と

対話が深まると 思う

視点ごと にアド
バイスをもらう
よう に設定すれ
ばよかった。

ダメ 出し 大会になら
ない工夫があると よ

い。

子供たちの様々な意見が出さ れた。
視点を与えていてよかっ たと 思う 。

二人の発表がたく

さ んの方の方のア

ド バイ スを 受けて
今後さ ら によく な

ると 思う 。

生徒が緊張感
を持ちながら
も笑顔が見ら
れた

生徒たちから たく
さ んのこ と ばを 引
き 出せて、 対話が
よく で き ていたよ
う に思えた

学習の流れを確
認し たこ と で、 見
通し をも っ て授業

の臨めていた。

発表原稿作成の段

階で、 順序や構成

を意識し た指導が

なさ れていた。

受けたアド バイ ス
を 、 その場で修正し
てやっ てみる場を 設
定し たこ と で、 全員
の学習が深まっ た。

板書の用意がたく
さ んさ れていて準
備に時間を かけら
れたのがよく わか
り まし た

アド バイスの視点が、

表形式にまと めてある
と 、 スッ キリ し て見やす
かった。 また、 低学年
向けにフリ ガナがある
と 分かり やすかった。

写真を使って前
時までの振り 返
り を行なってい
た点。

•  「 発表の仕方」 にアド バイスの意見が固まりがちだったため、 アド バイスの視点ごとに質問を集めると良いか
もし れない。

• 質問やアド バイスを行う 児童がほぼ同じ 児童だったため、 一人の質問回数を制限すると 良いかもし れない。 ま
た、 意見を出すまでの時間をもう 少し と り、 意見を温める時間を用意すること ができると 良い。

• 互いにアド バイスをし よう とすると、 ダメ 出し 大会になり がちである。 後味が悪いものになってし まう 。 アド バ
イスの視点を表形式にし、 評価形式+自由記述欄を用意しておく と良い。 よかった点を評価してあげられるよう
なアド バイスタイムにすること で、 発表をし た児童たちが、 自分の成長や変様を自覚できるよう な工夫をすると
良い。

質問・ アド バイ ス
を する生徒がほぼ
同じ なので 一人に
つき １ 質問でも よ
かっ たかも

改善点・ 疑問点

Bグループ　 　 　 研究授業協議
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